
自分の手綱を握り、未来へ駆ける ～午年に学ぶ～ 

校長 及川 年彦 

  

新年あけましておめでとうございます。 

 清々しい光とともに幕を開けた令和 8年（2026年）の新春を迎え、子どもたちの元気な声が再び

校舎に響き渡りました。保護者の皆様、地域の皆様におかれましては、健やかに新しい年をお迎えのこ

ととお慶び申し上げます。 

 

 さて、今年の干支は「午（うま）」です。古来より馬は、その力強い脚力で人を目的地へと運び、文

明の発展を支えてきた「躍進」の象徴です。また、馬は非常に賢く、繊細な感情を持つ動物としても知

られています。そんな午年にちなみ、今学期の始まりにあたって、子どもたちに伝えたい大切な考え方

があります。 

 馬にまつわる有名な格言に『馬を水辺に連れて行くことはできるが、水を飲ませることはできない』

という言葉があります。 

 これは、周囲がどれほどお膳立てをしても、最終的にそれを行うかどうかを決めるのは本人次第であ

る、という「自己決定」の本質を突いた言葉です。 

 これまでの教育は、ともすれば「決められたレールをいかに正確に走るか」に重きが置かれがちでし

た。しかし、変化の激しい現代社会において、子どもたちに最も必要な力は、「自分の人生の手綱を、

自分自身でしっかりと握ること」ではないでしょうか。 

 〇 誰かに言われたからやるのではなく、「今、自分にはこの学びが必要だ」と判断して机に向かう 

こと。 

 〇 失敗を恐れて立ち止まるのではなく、「たとえ失敗しても、自分で選んだ道だからこそ、そこか 

ら学ぼう」と決意すること。 

 1年間を通して本校が大切にしてきた「自己決定」の積み重ねが、やがて困難を乗り越える強い意志

となり、自分らしい人生を切り拓く馬力（パワー）へと変わっていきます。 

 

 3学期は「まとめ」の時期であると同時に、次なるステージへの「助走」の期間です。 

 特に卒業や進級を控えたこの時期、子どもたちは「どんな自分になりたいか」という問いに向き合う

ことになります。私たち教職員はこれからも、ただ水辺へ導くだけでなく、子どもたちが自らの意志で

喉を潤し、充足感を持って次の一歩を踏み出せるよう、一人ひとりの選択を尊重し、対話を重ねながら

伴走してまいります。保護者の皆様、地域の皆様、本年も変わらぬご支援とご協力を賜りますよう心よ

りお願い申し上げます。 
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長橋小 HP 

一人一人の子どもを主語に

保護者アンケートへのご協力、ありがとうございました。  
２学期末にお願いしておりました保護者アンケートへのご協力、誠にありがとうございました。

現在、児童アンケート結果とあわせて分析しているところです。分析結果については、改めてお 

知らせいたします。  



冬休み学習サポート教室がありました。                               

 冬休み 1日目・2日目と冬休み学習サポート教室がありました。当日参加も含めると、2日間で延べ

90名以上の参加がありました。低学年（1～3年）は図書室、高学年（4～6年）は理科室に集まり、

宿題やワークなど、それぞれの課題に取り組みました。 

わからない問題は先生方や学習ボランティアの〇〇〇〇先生

にアドバイスをもらいながら一生懸命復習や自学に励んだり、

休み時間は体育館でおにごっこをして体を動かしたりして過ご

しました。学習ボランティアの〇〇先生は、小学校での指導の

経験や、現在〇〇〇〇学校で時間講師として理科を指導してい

ることもあり、子どもと目線を合わせながら、親身に関わって

いただきました。参加した皆さんは、時間いっぱいよく頑張っ

ていました。 

Ｗ・Ｅ・Ｓ(ウィンター・イングリッシュ・スクール)がありました。                                    

小樽市では、「外国語による聞くこと、話すことの言語活動を通して、コミュニケーションを図る素地

となる資質･能力の育成」や、「ＡＬＴとの会話や活動を通じて、「生きた英語」を学ぶとともに、英語

の音声やリズムなどに慣れ親しむことで、言葉の面白さや豊かさ

に興味・関心をもつ。」ことを目的に、1月8日（木）9日（金）と

「W・E・S（ウインター・イングリッシュ・スクール）を行って

います。本校からは8日の3・4年生対象の日に、3年生の〇〇〇〇

さん、〇〇〇〇さん、〇〇〇〇さん、〇〇〇〇さんと4年生の〇〇

〇〇さん、〇〇〇〇さんの6名が参加しました。 

市内の各校から集まった小学生やALTの先生方と英語での動物

クイズをしたり、カードを使って交流したりして、楽しいひととき

を過ごしました。ここでの経験を生かして、これからも意欲的に外

国語の授業に取り組んでほしいと思います。 

小樽市小中書写展がありました。                                 

 1月 7日(水)～1月 9日(金)の 3日間、「小中学校における書写（毛筆）学習の発表の場を設けるこ

とで、児童生徒の学習意欲及び技術の向上を目指し、作品に対する鑑賞能力を育てる」ことを目的に、

小樽市小中書写展が市立小樽美術館で開催されました。 

本校からは 3～6年生合わせて 32点の作品を出展しました。そして、その中から 3年〇〇〇〇さ

ん、5年〇〇〇〇さん、6年〇〇〇〇さんの 3作品が優秀賞、また、3年〇〇〇〇さん、4年〇〇〇〇

さん、5年〇〇〇〇さんと〇〇〇〇さんの 4作品が入賞となりましたので紹介します。 

入賞した皆さん、おめでとうございます。 

 

 

～〇年〇組学級担任変更のお知らせ～ 
 〇年〇組担任 〇〇 〇〇 教諭 が出産のため、3学期よりお休みに入ることとなりました。お休み

の間（3学期間）は、○○ ○○ 教諭が担任を務めますのでお知らせいたします。なお、〇年〇組の

保護者の皆様には、別紙にてお知らせしておりますのでご確認ください。 


